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鴫
立
庵
だ
よ
り

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
俳
諧
道
場
で
ご
ざ
る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が
開
き
、
現
在
で
は
京
都
の
落
柿

舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並
び
日
本
三
大
俳
諧
道
場
と
呼
ば
れ

て
い
る
で
ご
ざ
る
よ
。

今
月
の
短
歌

今
月
の
短
歌

鴫立庵大使「えんいくん」

　
季
語
は「
雪
虫
」。
場
所
に
よ
っ
て
は「
綿

虫
」
と
か
「
雪
ば
ん
ば
」
な
ど
と
呼
ん
で
親

し
ん
で
い
ま
す
。
冬
の
初
め
頃
、
ふ
わ
ふ
わ

と
浮
か
ん
で
、
風
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
元
気
な
少
年
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

�

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

　
季
語
は
「
雪
合
戦
」。
最
近
の
関
東
地
方

は
な
か
な
か
雪
が
積
も
る
こ
と
は
な
く
、「
雪

合
戦
」
を
す
る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
手
袋
も
し
な
い
で
雪
の
玉
を
放
っ
た
時

の
気
分
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
ね
。

　

�

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

　
「
君
」
は
恋
の
相
手
で
し
ょ
う
か
、

あ
る
い
は
幼
い
と
き
の
友
達
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
野
鳥
観
察
に
使
う
よ
う
な
望

遠
鏡
か
、
大
き
な
天
体
望
遠
鏡
の
よ
う

な
も
の
か
一
首
か
ら
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
作
者
は
、
遠
く
を
一
緒
に
見
て
い

た
思
い
出
を
忘
れ
ら
れ
な
い
で
い
る
の

で
す
。「
君
」
と
の
距
離
が
出
来
て
か

ら
は
、
望
遠
鏡
を
覗
く
こ
と
も
な
く
部

屋
の
片
隅
で
埃
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

望
遠
鏡
と
い
う
モ
ノ
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
君
と
い
う
人
と
の
思
い
出
を
蘇
ら

せ
ま
し
た
。
具
体
的
な
モ
ノ
が
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。 

�

（
西
行
祭
選
者　
今
井　
恵
子
）

■
献
詠
俳
句

　
【
題
】
雑
詠
二
句
ま
で

　
（
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

　
【
部
門
】
一
般
の
部
・
小
学
生
の
部
・

　
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部

■
献
詠
短
歌

　
【
題
】
自
由
二
首
ま
で

　
（
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

　
【
部
門
】
一
般
の
部
・
小
中
学
生
の
部
・

　
高
校
生
の
部

■
献
詠
俳
句
・
短
歌
共
通

　
【
募
集
期
間
】

　
令
和
七
年
十
月
一
日（
水
）か
ら

　
十
二
月
十
八
日（
木
）ま
で（
必
着
）

■
応
募
方
法

　

�

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に

楷
書
で
作
品（
カ
ナ
）・
住
所
氏
名
又
は

雅
号（
ふ
り
が
な
付
記
）・
電
話
番
号
・

小
中
高
生
は
学
校
名
と
学
年
を
必
ず
記

入
の
こ
と

　

�

電
子
投
稿

　

�

鴫
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西
行
祭
献
詠
俳
句
・

短
歌
募
集
ペ
―
ジ
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よ
り

■
応
募
先
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神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
大
磯
１
２
８
９

　

�

鴫
立
庵

　
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
係

山
澤　

翔

大
磯
町
立
国
府
小
学
校

帰
り
道 

雪
虫
い
た
ら 

お
い
か
け
る

新
井　

咲
那

星
野
高
等
学
校

い
つ
の
日
か 

君
と
覗
い
た 

望
遠
鏡

ほ
こ
り
で
見
え
ぬ 

元
の
輝
き

第
六
十
九
回

第
六
十
九
回

　
大
磯
西
行
祭
募
集
要
項

　
大
磯
西
行
祭
募
集
要
項

今
月
の
俳
句

今
月
の
俳
句  

１１

伊
藤　

稟
子

大
磯
町
立
大
磯
小
学
校

雪
が
っ
せ
ん 

真
っ
赤
に
な
っ
た 

み
ん
な
の
手

今
月
の
俳
句

今
月
の
俳
句  
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講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926� 講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物

講座名 日　程 時　間 備　考

親子でチャレンジ !
はじめての
俳句教室

10月５日（日） 10時～
11時30分

鴫立庵庵主が講師を務める親子参加型の俳句教室
～小学生以上のお子様対象～
講鴫立庵庵主　本井　英　氏　定12組（保護者同伴）
費大人2,000円／子供1,000円（入庵料込）　持ボールペン・メモ用紙

伝筆 10月12日（日） 10時３０分～
正午

温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講認定講師　わでん伝筆マスター　宮前　礼子　氏
対中学生以上　定10人　費3,850円（材料費込）

花の会 10月29日（水） 14時～16時
秋の彩りアレンジ
講府川　葉月　氏
定18人　費2,500円（入庵料込）　持はさみ、タオル、持ち帰り袋

茶と遊ぶ 11月９日（日） 10時～正午
世界を変えた一杯のお茶の物語～世界のお茶の歴史を超簡単解説～
講髙野　幸代　氏
定10人　費2,500円（お茶菓子付き・入庵料込）

　
　
　
問
鴫
立
庵　
☎（
61
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９
２
６


